
■公益財団法人長野県みらい基金の紹介

2012年
県が構築した寄付システムを運営する組織
を県内の中間支援団体が設立

役員構成
経済界、労働組合等民間の
オール信州で構成



長野県みらいベース（寄付募集サイト）
団体の事業への寄付を集める事業指定P
企業や団体の資金提供で運営する冠基金

大手財団等からの資金提供による受託助成
日本財団

海と日本P
子ども第三の居場所

JANPIA
2019:草の根分野
2020:草の根分野
（甲信コンソーシアム）
2020: コロナ緊急脇
2021:イノベーション企画
（経営者協会、労福協とコンソーシアム）
2022:災害分野
（県共同募金会とコンソーシアム）
2023:ソーシャルビジネス分野
（JC長野OBとコンソーシアム）

■公益財団法人長野県みらい基金の紹介



県内400を超えるNPOなどの公共的活動団体と
寄付募集、助成、基盤強化支援、連携、協業
など「案件形成」の源であり、パートナー
シップを組んでいる

パートナー団体の分野は福祉、子ども、まちづ
くりで半分を超え、子ども若者支援活動が半
数を超える

■公益財団法人長野県みらい基金の紹介



2019年度の資金分配団体のPO研修は
リアル開催

２泊３日 １泊２日の計５日間の研修

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



そこで初めて作ったTOC

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）

2019年度の実行団体は７団体
支援の居場所づくり
農福連携
引きこもり、孤立、障害を持った方々へ
多様な事業がスタート



ブラッシュアップしたTOC

飯⽥
⼈形劇

銀の
かささぎ

はみんぐ ぷれジョブ
グランド
リッシュ

ふくろう
SUWA

⻑野県は若年層の⾃殺率は全国⼀、引きこもりや学校への⾏きしぶりなどのこども若者の困難が⽣じている。
社会課題

短期
アウトカム

アウトプット

中⻑期
アウトカム

団体⽬的
ビジョン

地域⽀援と地域資源の連携で若者層の⾃殺、引きこもり、学校への⾏きしぶりを減らす

困難を抱えたこども若者が孤⽴を感じない地域・社会になる

フードバンク
信州

いつでも誰でも
⾏かれる

居場所ができる

対象者に地域の
特性に沿った

サービスを
提供している

地域の産業と連携し、
事業継続の機会がで

きる

地域の⾼齢者の知恵
が居場所を⽀える

地域の⾷の循環
システムができる

⼦どもや若者が歩
いて⾏かれるこど
も⽀援のハブ拠点
をつくる

⾏政では届か
ないグレー
ゾーン⽀援

⾃宅外でいること
⽀援から働くこと
への導⼊拠点を⽣
み出す

地域に触れ⼀歩踏
み出すことのでき
る拠点づくり

働く体験の
できる拠点
をつくる

フードロス
の啓蒙

引きこもり しょうがい者

地域内で居場所が根
付き重層的な困難が
軽減される

⾃殺、引きこもりな
ど課題を抱える⼦ど
ものが減少する

多様な状況の対象に
就労機会が増加する

地域資源としての
雇⽤が⽣まれる

貧困が背景にある対
象に⾷の⼼配が減る

データを分析し必
要に応じて、⾷事
⽀援・学習⽀援・
相談⽀援を開始

様々な困難を抱えてい
る⼈の居場所来所者数
把握。居場所への来所
機会を増やす

必要設備の準備・構
築。働くことが困難
な⼈への⽀援

産業の指導役及び
「地域」と「困難
家庭」の橋渡し役

事業運営における経
営⼒向上。地域内で
の協⼒者・賛同者を
増やす

⾷循環シス
テムへの参
加が増える

地元企業・団体と
の協働による居場

所の継続

専⾨サポート期間と
連携した家庭訪問

ワークシェアリ
ング

⾼齢者の活躍の
場を創出

組織⼒強化のため
の主体的ワーク
ショップを実施

⾷の⼼配のな
い

地域社会

各地域における
⽀援体制を

構築する

実⾏団体に
対する助成・
伴⾛⽀援

資⾦分配団
体により地
域⽀援団体
とのコミュ
ニケーショ
ン、連携先
の選定

地域のス
テークホル
ダー、資源
等の把握
連携への関
係性構築

実⾏団体に
対する連携・
新たな資⾦提供

事業継続へ
の道筋を⼀
緒に考える
・⾜りない
専⾨スキル
を分析
・経営分析

いくつもの居場所
（拠点）をつなげる

⾒える化
（広報・資⾦）

次のステップへのエコシ
ステム構築
連携セクターの意識改⾰

資⾦⼒、事務⼒、運営⼒を持つ
バックボーンオーガナイザーになる

みらい基⾦

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



その時の研修で印象に残った
後に痛感した

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



その時の研修で印象に残った
後に痛感した

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



評価の4枚紙より

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



評価の4枚紙より

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



休眠預金活用事業の初年度
資金分配団体も実行団体も
一日でも早く事業を進めたい！
何で後戻りするみたいな
「事前評価」をするの？
大体でいっちゃおう！

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



事業開始
いきなり、コロナ感染症
事業遂行、団体基盤 等々
次々やってくる課題

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



実行団体も資金分配団体も
あたふたしながら、
コロナ対応
そして中間評価

あーっ
もっときちんと事前評価で

課題の分析
対象の分析

をしっかりやっていれば、
コロナが来ても

もっとしっかり対応できた

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



実行団体も資金分配団体も
あたふたしながら、
コロナ対応
そして中間評価

実行団体は事業をしゃにむに
やるけれど

資金分配団体は
シャニムニに伴奏するけれど

評価の視点で
一緒に

振り返る
その大事さを

痛感した次第です

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



アウトプットはやった結果
アウトカムは
そこから生まれた変化
つまり差分

差分を測るには
スタート地点で

何の変化（差分）を
どう測るのか

を決めておかないとできない
（評価指標）

↓
途中途中で

出来事が生まれる
新しい要素を

加味するのは当然

飯⽥
⼈形劇

銀の
かささぎ

はみんぐ ぷれジョブ
グランド
リッシュ

ふくろう
SUWA

⻑野県は若年層の⾃殺率は全国⼀、引きこもりや学校への⾏きしぶりなどのこども若者の困難が⽣じている。
社会課題

短期
アウトカム

アウトプット

中⻑期
アウトカム

団体⽬的
ビジョン

地域⽀援と地域資源の連携で若者層の⾃殺、引きこもり、学校への⾏きしぶりを減らす

困難を抱えたこども若者が孤⽴を感じない地域・社会になる

フードバンク
信州

いつでも誰でも
⾏かれる

居場所ができる

対象者に地域の
特性に沿った

サービスを
提供している

地域の産業と連携し、
事業継続の機会がで

きる

地域の⾼齢者の知恵
が居場所を⽀える

地域の⾷の循環
システムができる

⼦どもや若者が歩
いて⾏かれるこど
も⽀援のハブ拠点
をつくる

⾏政では届か
ないグレー
ゾーン⽀援

⾃宅外でいること
⽀援から働くこと
への導⼊拠点を⽣
み出す

地域に触れ⼀歩踏
み出すことのでき
る拠点づくり

働く体験の
できる拠点
をつくる

フードロス
の啓蒙

引きこもり しょうがい者

地域内で居場所が根
付き重層的な困難が
軽減される

⾃殺、引きこもりな
ど課題を抱える⼦ど
ものが減少する

多様な状況の対象に
就労機会が増加する

地域資源としての
雇⽤が⽣まれる

貧困が背景にある対
象に⾷の⼼配が減る

データを分析し必
要に応じて、⾷事
⽀援・学習⽀援・
相談⽀援を開始

様々な困難を抱えてい
る⼈の居場所来所者数
把握。居場所への来所
機会を増やす

必要設備の準備・構
築。働くことが困難
な⼈への⽀援

産業の指導役及び
「地域」と「困難
家庭」の橋渡し役

事業運営における経
営⼒向上。地域内で
の協⼒者・賛同者を
増やす

⾷循環シス
テムへの参
加が増える

地元企業・団体と
の協働による居場

所の継続

専⾨サポート期間と
連携した家庭訪問

ワークシェアリ
ング

⾼齢者の活躍の
場を創出

組織⼒強化のため
の主体的ワーク
ショップを実施

⾷の⼼配のな
い

地域社会

各地域における
⽀援体制を

構築する

実⾏団体に
対する助成・
伴⾛⽀援

資⾦分配団
体により地
域⽀援団体
とのコミュ
ニケーショ
ン、連携先
の選定

地域のス
テークホル
ダー、資源
等の把握
連携への関
係性構築

実⾏団体に
対する連携・
新たな資⾦提供

事業継続へ
の道筋を⼀
緒に考える
・⾜りない
専⾨スキル
を分析
・経営分析

いくつもの居場所
（拠点）をつなげる

⾒える化
（広報・資⾦）

次のステップへのエコシ
ステム構築
連携セクターの意識改⾰

資⾦⼒、事務⼒、運営⼒を持つ
バックボーンオーガナイザーになる

みらい基⾦
事業の振り返りに
TOCはすごく大事

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



事業の進捗によって
立ち止まり、振り返るのが
評価

事業と評価は
行ったり来たり
評価する項目を

具体的に事業計画においての
測り方を
決める

TOCに対応するといい

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



TOCのストーリーは常に変化する

事業の中間地点で
評価指標を照らし合わせると

TOCに中間評価以降
（振り返りから）

指針や改善点、改良点
変更点、伴走支援の要点など

が見えてくる

予期せぬ成果

事前評価による事業計画（設計）
の精査は、緻密にすればするほ
ど、事業の成果を担保できる。

（確保）
事業設計に余裕がないと、計画以
外の出来事への対応、人の登場、
状況の変化。悩みや反省から発生
する、予期せぬ成果が生まれにく

くなる

■事前評価をとの゙ように進めたか（事業計画のフラ゙ッシュアッフや゚段取り）



みらい基金伴走支援総括

少年、美術館の展
覧会、イベントに
参加 行動の拡大

シャッターペイン
トをした美術班員
が町の美術館で展

覧会

9/13～9/16高原美術
館「浮田要三ときりん
の世界」展示共催

「えきノまちあい室」
居場所、暮らしの保健室、
ぽっぽによる障害者社会参加
の継続

多様な研修
アドラー講座
不登校の子を持つ親の会
コミュニケーション講座

理念体系づくり講座
ワークショップ参加
クラウドファンディン
グ研修

多様な体験提供
プラネタリウム
焼き芋大会

高遠歴史散策
マレットゴルフ

居場所
ほっこりオープン
毎火曜、木曜
飯田駅裏一軒家

対象の方向性の修正
曜日によって、高齢
者、高校生、子育て
世代

想定活動は集う
［計画→コロナで延
期または休止］を繰
り返す

「足の便」「集
う」からオンラ
イン、アウト
リーチへ

動画制作
WS開催

オンラインで
(アウトリーチに)
子どもの居場所

とつなげる

第三の居場
所ゆめひろ

訪問

小学生
Youtuber

プラット
フォームと
つながる

拠点の近くに
駐車場を
無料で貸して

もらった

12/2,10  Hug
アウトリーチ
人形づくりWS
＆劇体験

5/11
アウトリーチ
人形づくり一般
社団法人おも

ちゃの木

8月8日～
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ武蔵

野大/ｲﾝｽﾀ開始

11/23
アウトリーチ
丘のりんご 太陽
学園
人形劇公演+体験

コロナによる
ハウス等農業資

材の遅れ顕著

人形劇
提供

駒ヶ根
森カ
フェ月
２回

子どもた
ちの利用
増
スタッフ
の増員

子どもたちの動画
教室(全5回)受講
生12人(子3人)・
ユーチューバーか
ら学ぶ動画

伊那わくTV
ユーチュー
バー登場
HPの
リニューアル
活性化なる

居場所継続
教育委員会との話
し合い
サポーター募集

利用
者の
増加

５/10
シイタケハウ
ス開所式
しいたけ出荷

事業指定プログ
ラム実施
47万円余りの寄
付が実現

はぁーと工房ポッポ
認知症当事者
ミーティング

豊里薬局「漢方カフェ」

不登校生徒の駅
前居場所支援
志望校見学

2021年４月から2022年1月までに 7
名が利用開始。そのうち１名が企業
に体験実習、1名が一般企業に就

職、1名復職、1名B型に移行

ゲーム、タブ
レット等イン
ターネット、IT
との付き合い方

コロナ
で体育
館使用
できず

屋外＋スポーツ
コロナの閉塞感が屋
外のストレス発散で
子ども達が生き生き

多様な研修
リカバリーカレッジ
10月オンライン研修
ゲーム：母親とヒアリング

対面学習からオ
ンラインへ移行

機材補填

コロナ禍の農福
連携影響大→事
業変換支援

ホームペー
ジ作るも
ネットワー
ク稼働せず

居場所「オルタ」
allla(アルラ)で

Open
スポーツ、特別支
援、ピアスタッフ参

集

多様な居場所
調理・アート・ボードゲー
ム・イベントモノ作り教室・
アート体験・小物づくり

小海小４年生生徒
撮影による写真展

を駅舎で開催

無理に卒業せ
ず、対象者に
あった就労形態
を提供する
（ワークシェア
的就労）

遺贈における
土地取得
弁護士と相談
、賃借へ

各種オン
ライン講
習順調に
開催

ささのや・地域興し
協力隊員と西馬流商
店街の町歩きマップ

町長が小海駅舎
に来訪ハード面
の環境整備につ

いて視察

南佐久郡内特別
支援教育コー
ディネーター連
絡会に参加

2020/12
小海中学校生徒担
任と駅舎ドアにイ
ラストを描く

コロナ感染拡大 中間評価 事後評価

地域支援と地域資源連携事業公益財団法人 長野県みらい基金
【中長期アウトカム】困 難を 抱え たこ ども 若者 が孤 立を 感じ ない 地域 ・社 会に なる

2020/4 2020/10 2021/4 2021/10 2022/4 2022/10 2023/3

企業連携の確実な進展
地域の支援拠点の拡充

全県ネットワーク展開拡大
食の見える化システムの活用範囲の確定

行政からの学習支援受託・企業支援
事業の他地域への展開
駅前旧ホテル跡地に経典整備
広報活動による多様な支援受託

引きこもり支援の担当者の拡充が課題
農副連携：貧困家庭、ひきこもり、高齢者、
障がい者等の就労支援の達成
陸わさび等新規事業の収益性事業へのテイク
オフ

県の委託、分院の新院長の確認、ポッポの確
認を得て、「えきノまちあい室」の継続へ
小学校や美術館など他機関との連携を視野に
入れた「福祉と文化」今後の運営を提示

長引くコロナ

Project 01 食の循環システム構築事業   フードバン

ク信州
長野県内において、企業等の食品寄贈を推進するシステムがより整備され、
地域の支援のネットワークとの連携が進むことにより、地域の貧困が軽減さ
れる。Peoject 02 ＩＣＴ学習支援官民協働事業     銀のか

ささぎ
千曲市地域を構成する住民、屋代商店街や企業、千曲市教育委員会など様々 な
資源とつながり、子どもたちを支える。

Project 03 地域巻き込み型共生社会の 実現   Gland・

Riche
安曇野市及び周辺市町村において、困難を抱えた子ども若者及びその家族、高齢
者が、ワサビ、生薬による農福連携により、社会参加の機会と収入を得る就労に
つくことができ、農業従事者の担い手不足、荒廃農地問題も解消された地域・社
会になる。
Project 04 生きづらさのある市民 の居 場所づくり  ぷれ

ジョブ
小海町を中心とした南佐久地域において、困難を抱えた子ども・若者とその家
族を含めた地域住民が安心と安全を分かち合う『拡大家族』となることから、
この地域全体に『共創社会』が実現される。Project 05 働きづらさ解消に向けた支援事業     ふくろう

SUWA
引きこもりの若者、生活困窮者、障害が窺える等生活に困難を抱える人 が々、
一般企業や団体に定着就労出来るようになり経済的向上が見られ地域社会で暮
らせるようになる。

コロナの蔓延
で、アウトリー
チとオンライン
学習に切り替え
る

コロナでオ
ンライン学
習の需要が
高まる

Project 07人形たちとつくるコミュニティスポット
飯田市・下伊那地域において、困難を抱えた子ども・若者が
自らの考えで積極的に行動できる地域・社会になる

町長、役場、
商工会、商店
街等事業説明

子育て支援機
関連携、安曇
野市、社協

2020/4~
コロナ禍における食糧支援
ニーズの期待、高まり

わさび
業者と
の連携

小林農園と
連携し玉ね
ぎの栽培

コロナ渦
ワサビの売り上
げがなかった

生薬視察行けず

地域団体とキッ
クオフ、IT教室
開始
関係団体へ挨拶

コロナ禍で農福連携
の種目変更
菊芋、陸わさび→玉
ねぎ 芍薬畑拡大

協調融資諏訪信金と
面談。長野信金とと
もにクラウドファン

ディング打合せ

8/22
キックオフ映画上
映会＋対話会 役

場会議室

県、市役所担当
部署説明、社
協、企業周り、
ハローワーク

2020/7～
コロナ対応子ども応援プロ
ジェクト開始（制度の狭間
の貧困層）

しいたけ
ハウス機
材遅れ

アウトリーチ
ができる人の
養成がコロナ
の影響で進ま
ない

接続支援

非資金的支援

伴走支援

コロナ感染症拡大に伴う
事業遂行の困難に対応し

た相談、助言

オンライン学習、特にプログラム
等の講習に参加するのは、netリテ
ラシーの高い家庭の子ども、つま
り貧困、課題を抱えた家庭葬へは
届いていない

シイタケ
収穫開始
居場所も

完成

ひきこもりがちな若者
への就労支援のための
講座を商工会議所へ打
診したが、開催NG

にっこりひろばグ
レーゾーンの子ども
への学習支援、教頭
先生より感謝

伊那市ハミングへ
視察し、休眠預金
事業について情報
共有をする

協力農家との連携・理解により、働きたい時間にできる
だけの作業をし、働いた時間を記録すること、時給が支
払われる。新しいい仕事の仕方・仕組みを構築。それに
より、利用者が持続的に働くことが出来るようになっ
た。

農福連携で引きこ
もり支援への問い
合わせ、体験、見

学増加

利用者にヒアリ
ングを行い
働く時間や曜日
など調査

対象者掘り起こし
検討

（アウトリーチ）

・食支援の見える化への進展
・未連携関係団体との接続
・グレゾーン支援へ

・県全域連携構築へ

・アウトリーチとリアルの
ハイブリッド講習

・オンライン学習不登校支
援

・属人的支援であるアウト
リーチの人材育成が困難
・農家、業者連携が育つ
・農業体験、就労が育つ

フードバンク活
動の拡大・全県
展開

NHK貧困家庭
の学習支援取

材、教育格差
の是正

連携先の拡大
医療機関、障碍者総合
支援センター、社会福
祉協議会、市町村。

相談件数 延べ130件
相談内容 引きこもり
の解消、生活悩み相
談、就労支援、子育
て、介護相談

市長、市議会
議員、県議会
議員訪問

2022/7～8
夏期講習で、算数教室、
英語教室など無料学習塾
を行い多くの子どもたち
が訪れる

2022/12
長野県フードサポートセンター設置

長野県と食品小売企業、支援団体が
協定し、食料の需給調整を行うセン
ターが稼働

廃止されたJA支所の施
設を借用。地域住民へ
の障害者、ひきこもり
などの課題提示

相談が、8050問題
を抱える40代から
50代以上が主体と
なる

作業所及びトイレ付き
ワサビの農場２か開

設。生薬栽培は人手足
りず。８名の若者

Ｂ型に移行した
がなじめず、ふ

くろうに戻りた
い希望。

当事者「生きづらさ」を、医療支
援、学校との介入、就労の体験
と、多様な課題を当事者の生活レ
ベル全体を底上げしていく支援を
行う。

就労場所となりの居
場所作は、利用当事
者に認識され、就労
しなくても利用

ボランティア増
加
企業連携打診増
加

プロボノ
寄付増加

一般就労、復職、福
祉サービス移行、起
業、他の居場所に移
行と多様な出口

行政連携の充実・団体間連携支援による横展開・連携
の充実
アウトリーチ支援とリアル支援のハイブリッド事業へ
の展開支援

コロナ対応への支援（緊急助成の使い方）

子どもの居場所
団体の

紹介 Zoom会
議開催

就労体験、場所が稼働、連携先企業、パー
ト、B型、起業、ふくろうに就労等多様な就

労形態、先へ
行政、社協窓口との連携により見学面談増

Chronological table of impact

いいだ
人形劇センター

Project 06 子どもの居場所とネットワーク 推進事業
引きこもりの若者、生活困窮者、障害が窺える等生活に困難を抱える
人々が、一般企業や団体に定着就労出来るようになり経済的向上が見
られ地域社会で暮らせるようになる。

幅広い層
へ声掛け
高齢者
不登校等

ぷれジョブ・はみ
んぐICT学習の相
談zoomMTG設定

子ども・
若者サポート

はみんぐ

生まれたアウトカ

ム

【中長期アウトカム】

困難を抱えたこども若者 が孤 立を 感じ ない 地域 ・社 会に な
る

2021/1
第１回システム検討会議開催
参集団体：経営者協会、企業、県社
協、県労福協、行政

2020/12
県経営者協会食品部会
代表企業とシステム化
について協議

保管
倉庫

2021/10
「企業のフードバンク活
動についてのアンケート

調査」実施食品関連企業

812社

2021/8
長野県商工会議所連
合会に企業調査協力
依頼

接続支援

2021/9
キントーンによるシステ
ム構築を検討
県社協と連携、県連絡会
サイトと連結構想

事業強化支援

2021/9
「長野県フードバンク
活動関係団体連絡会」
の設置（12団体）

環境支援

県次世代サポート課へ県内
フードバンク団体の情報共有

の必要性、重要性を提言

県社協との連携構築
を画策

プロボノ支援
PwCあらたと接続

組織運営、業務の流れに対して提言
を受け、法人運営の強化を図った

県社協との連携活動
食料支援を通して支え合いの地域づく
りにつなげるために県社協との協働活
動を具体化した。

事業強化支援事業強化支援 基盤強化支援

県社協との連携構築
実施 全県展開、連携 JANPIAとの協業

事業全体の整理、重
点項目の抽出

iPad・PC、
オンライン学
習機材、ビデ
オカメラ購入

GIGAスクール開始
chromebook10台
導入
メンバー間で研修

地域ステークホル
ダーとの関係構築
支援

連携支援

オンラインMTG
子どもの居場所と
つなげる（4ヶ所）

アウトリーチ提案
連携支援

対面学習からオンラ
インへ移行
機材補填

講習、連携、アウトリーチは
進んでいるが、困難を抱える
対象者へのリーチができてい
ない。対象者のいる場所へア
ウトリーチを提案 接続

相談支援

事業改革支援

環境づくり支援

連携支援

経営者協会等県
内主要ステーク
ホルダーとの環
境づくり

相談支援

出口戦略
団体の継続

支援

中部ː東海
及び北信越
地区の主管
組織になる

事業継続支援

行政からの受託
地域組織との

出口連携

引きこも
りアウト

リーチ支
援継続

事業支援

初期事業計画の
緊急見直し

異なる分野をつ
なぐ

事業進捗支援

ワークシェア的な働
きができる環境づく

り

引きこもりアウトリーチ人材育成
担い手育成と収益事業の両立
経理総務等基盤強化支援と農業指導

事業強化支援

新しい農作物の導入
や、農地換地・肥料
などの提案

つなぎ資金相談

環境支援

駅舎内、
内装工事

と環境整
備を完了

連携支援

行政、民間等関
係団体連携環境

づくり

2021/7/19
小海高校美術班
シャッターペイン
ト

7/19～8/5
Artsポテト
展覧会

環境支援

芸術と福祉、芸術と
駅前活性化 事業展
開支援

事業進捗支援

福祉視点から観光
視点を加味する提
案

・不登校児の居場所
・芸術と居場所の接続
・小中高生との接続
・駅前賑わい創出

小学生の街の
現風景写真展
への参画

事業支援

遺贈寄付の土地
（農地）取得の
困難を助言

事業支援

信金CFと被らない
寄付募集検討
居場所づくりでプロ
グラム開発

居場所
建設費
寄付募
集

シイタケハウス
での収穫まで
は、ふくろう
SUWA本部で手
伝い

子ども、若者の引きこもり
予防と情報交換のため、諏
訪圏域こども応援プラット

フォームと連携構築

連携支援

茅野市以外の子
ども若者支援団
体との接続

・就労への問い合わせ増加
・地域企業、実習・体験協
力体制整備
・就労訓練施設稼働。
当初６名２名が卒業

2023/２~ 
児童養護施設 恵愛で
ＡＤＨＤやＬＤを抱え
た子どもへの学習支援

対象者の掘り起こしを進めるため、関係機関との連携
を深める。福祉部署へのアプローチが、観光、文化：
美術館との連携事業を提案し実現。

事業強化支援

若年層より中高年の
引きこもりのほうが
経済的危機感があ
り、これまでの若年
層メインから中高年
へターゲットを広げ

ることに

行政窓
口から
の紹介
増

事業強化支援

他の利用者へのヒアリン
グ、同様の傾向があり、一
般就労に無理に移行せず、
自分に合った就労（ワーク
シェア的）ができるように
することを最優先すること
とした。

無理に卒業せ
ず、対象者に
あった就労形態
を提供する
（ワークシェア
的就労）

若年層引きこもり対象を8050層へ拡大提案
体験就労から就労先へ送り出しを改め、ふくろうに常
勤、パート等多様な働き方を提示

連携支援

コロナ禍もあり
ネット上の居場

所づくりをめざ
すがうまく行か
ない 現場重視
へ助言

環境支援

HPを活用したネット
ワークの構築相談・

IT活用支援団体紹介

屋外における居場
所の提供定例化
（広場、焚き火、
アスレチック等）

・ICT体験のバランスが重
要
・地域内の居場所運営者と
の連携強化
・対象者への接続

経営感覚の乏しい団体
に若い後継者が登場
経営感覚育成支援

経営支援

事業支援

居場所だけでな
く野外での体験

を提供する意義
を明確化するこ
とを助言

人形劇
体験

事業強化・連携支援

共通の対象を持
ち、異なるスキル
を持つ団体を結び
つける

事業強化支援

多様な体験提供を事
業の核に提言

伊那まちBASE
「かぞく食堂」
(子ども食堂)
立ち上げ支援

駒ヶ根市教育委
員会との話し合

い(森カフェ継
続に向けて)

事業強化支援

多様な居場所の
継続支援

事業継続支援

行政。シニア大
など、地域組織
との連携

居場所、森カフェの安定した運営
ネットワーク促進とHP活性化
地域の新たな居場所とのさらなる連携強化

自己資金相談 CF提案
体験格差の数値化 種類・参加人数
子ども、関係者などの変化、エピソードの提示
横連携、多 機関連携（芸術分野）

事業支援

対象者へどう接
続するか
対象者の見直し

事業支援

対象者へ到達へ
悩む
コロナの深刻化
が追い打ち

他地域の子ども
支援団体に人形
劇と関われる機
会を作ることを
提言

事業支援

他地域の子ども
支援団体に人形
劇と関われる機
会を作ることを
提言

事業支援

アウトリーチを提
案
子ども支援団体
ZOOMミーティン
グ設定

アウトリーチを
トライアル

連携支援

音楽と
人形劇の

ミニライ
ブ

子ども支援団体を人
形劇に招待・ワーク
ショップにも参加

環境づくり支援

・拠点活動とアウトリーチ
のハイブリット活動
・人形劇×音楽×体験
・対象者の確認と拡大

3/22
アウトリーチ
パドルダックク

ラブ 人形劇公
演

Hugとの
継続連携

Hug 絵画展示
いいだ人形劇セ
ンターギャラ
リー

横連携構築
子ども支援団体を人
形劇に招待・ワーク
ショップにも参加

環境づくり支援

基盤強化支援

JANPIAとの協業
多機関連携

アウトリーチ
人の集まるところで演じる作品を計画
出口戦略(商品化) 人形劇をﾊﾟｯｹｰｼﾞ化

商店街で地域をまきこんだ人形劇WS

事業化への資金検討
アウトリーチへの提示
芸術と福祉の連結→県文化政策課への提言（アーツカ

ウンシルと連携（助成金獲得）

新型コロナ感染症
の急拡大、緊急事
態宣言発令等に対

し、実行団体それ
ぞれの事業内容の
相談・検討・実行

各事業のアウトカ
ムに照らし合わせ
たコロナ対策によ

る事業手法の変
更、計画の見直し
ができた

困難を抱えた対象を支援する居場所を作
る。が、それぞれの事業の出発点であっ
たがリアルに「集う」ことができない状
況下で成果達成への道筋を支援

コロナ禍の対
処

資金的支援で想定
していなかった事
業

クラウドファン
ディングを活用し
た資金獲得

休眠預金資金にプラスの民間資金を投入
することで事業の強化、事業への市民参
加意識を醸成する

資金調達支
援

実行団体の力量で
は対象者へ支援が

到達ができない、
少ない

対象者分野の団体
と連携すること

で、事業対象者へ
の接続点が増えた

みらい基金の既存関係組織、伴走支援関
係者からの協力で、対象支援者に近い団
体をつなげる

ネットワーク
形成/ CI促進支

援

コロナ禍でより対
象者が見えない、

つながらない状況
が生まれる

対象者のいる場
所、Biotope=生

息域に出かけてい
くことで接続でき
た

居場所で待つ、からアウトリーチする支
援を提案し、コロナ影響をプラスに転じ
させる

実行中の事業が思

うように進捗しな
い、手応えが生ま
れない

対象者への到達の
仕方、活動の仕方

をチェックし見直
す

伴走支援として、ともに考え、悩み、事業
をその都度見直し、改善へとつなげる
PDCAをする→障壁ごとに評価

実行中の事業が思
うように進捗しな
い、手応えが生ま
れない

対象者への到達の
仕方、活動の仕方
をチェックし見直
す

伴走支援として、ともに考え、悩み、事業

をその都度見直し、改善へとつなげる
PDCAをする→障壁ごとに評価

事業運営/実
施支援

・
対
象
者
へ
の
到
達
の
確
認

・
到
達
へ
の
手
法
（
設
計
）
の
確
認

・
自
団
体
の
事
業
領
域
の
確
認

・
事
業
の
進
捗
と
質
の
確
認

横
連
携
で
対
象
者
を
拡
大
し

も
っ
と
対
象
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

中間評価の視点

居
場
所
で
の
支
援
と

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

行
政
支
援
で
は
で
き
な
い
柔
軟
な
働
き
方

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
的
な
フ
ロ
ー
の
提
案

システムの実装とそれを支える基盤づくり→企業連携
→運営主体の協業事業継続→起業・行政・社協等他
ステークホールダーの巻き込み

自団体の領域での
事業の行き詰ま
り。
次のステップへの
展望が見えない

実行団体では繋が
りにくい、行政、
ステークホルダー

等へ繋がる

事業のアウトカムをより大きくするための
異なるステークホルダーへの接続を支援
→出口戦略への布石

環境支援事業運営/実
施支援

事業運営/実
施支援

事業運営/実
施支援

ネットワーク
形成/ CI促進支

援

事業継続、アウト
カムの普及効果、
提言の相手、方法
など難易度が高い

行政窓口、企業連
携、横連携、プロ
ボノ等の実施によ

る出口戦略

運動の発展、社会的認知、制度化
(参加者拡大、法制化・公的支援化

普及啓発/ ア
ドボカシー促
進支援

1. 居場所において、安定した食事提供、学習
支援提供を行うことにより、日常生活を送る
上での重層的な困難を軽減する。

2. アウトリーチを「参加」につなげ、居場所
への来所機会を増やすことにより、地域から
の孤立を感じない社会になる。

3. 作業工程数を増やし（ワークシェアリング
的考え方）、就労機会の増加を図ることによ
り、地域からの孤立を感じない社会になる。

4. 高齢者の活躍の場を創出し、地域内で高齢
者が「担い手」となる。

5. 長野県において、実行団体に対してイン
パクト・マネジメントを行うことにより、地
域内での協力者・賛同者が増える。

6. 長野県において、実行団体に対して地域
産業に関する専門スキルの支援を行うことに
より、地域産業の新たな担い手を育成する。

1. 居場所において、安定した食事提供、学習
支援提供を行うことにより、日常生活を送る
上での重層的な困難を軽減する。

2. アウトリーチを「参加」につなげ、居場所
への来所機会を増やすことにより、地域から
の孤立を感じない社会になる。

3. 作業工程数を増やし（ワークシェアリング
的考え方）、就労機会の増加を図ることによ
り、地域からの孤立を感じない社会になる。

4. 高齢者の活躍の場を創出し、地域内で高齢
者が「担い手」となる。

5. 長野県において、実行団体に対してイン
パクト・マネジメントを行うことにより、地
域内での協力者・賛同者が増える。

6. 長野県において、実行団体に対して地域
産業に関する専門スキルの支援を行うことに
より、地域産業の新たな担い手を育成する。

資
金
的
支
援

非
資
金
的
支

援

資
金
的
支
援

非
資
金
的
支

援

1. 居場所→アウトリーチ支援と併用することで
アウトカムへシナジー効果を生んだ

食事提供はフードバンク事業において向上。学習
支援に多様な体験が加わり、より重層的な困難を

軽減できた。

2. アウトリーチ支援人材育成においては、属人
的な障壁を越えることが難しかった。
畑やしいたけ小屋など多様な居場所の創出で、地
域参加の機会が増え、地域に理解が進んだ。

3. 時間的、空間的に対象者に合わせた働き方を
創出し、就労機会の増加を図ることができた。
地域（農家）の理解、協力が進み、地域共生の
小さなモデルが生まれた。

4. コロナ禍において高齢者の参加が望めない
状況があったが、農業、体験、学習支援におい
ては、地域内で高齢者が「担い手」となり、活
躍の場が生まれた。

5. 全県の食支援の官民のネットワーク構築、
中山間地での福祉的な居場所と文化、商業が
結びついた。

地域の人々、企業、行政を巻き込んだ多様な
体験を提供できる地域が生まれた。

5. 信州の農業と福祉が接続され、これまで
の就労支援では対応できないグレーゾーン支
援が生まれた。
農作業の切り分けを生み出し、引きこもり等
のこれまでは労働力と認知されなかった人々

が、働く喜びを享受し、社会参加のモデルが
生まれた。

事業開始時
事業終了時



■実行団体の事業計画や組織体制等をとゔ把握したか
■実行団体の事前評価にどのように伴走したか

公募前から非資金的支援（伴走支援）は始まっている

内
定

申
請

調
査

●
地
域
の
課
題
の
抽
出
、
そ
の
実
態
や
関
係
者
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ッ
プ

●
関
係
者

当
事
者

N
P

O

行
政
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

●
課
題
解
決
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法
・
設
計
の
検
討

課
題
を
解
決
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
組
織
の
見
当

契
約

●
関
係
者

関
係
部
署

N
P

O

行
政
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り

●
声
掛
け
先
の
紹
介
依
頼

公
募

●
事
前
相
談
の
必
須
化

●
申
請
内
容
の
ブ
レ
の
減
少

●
申
請
団
体
の
状
況
把
握

審
査
会
前

採
択
前
に
団
体
の
基
礎
情
報
、
申
請
内
容
概
要

の
把
握

審
査

●
審
査
会
に
向
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ―

プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ―

と
申
請
書
類
の
熟
読

●
審
査
書
類
作
成
に
お
け
る
事
業
内
容
の
把
握

決
定

●
審
査
会
の
評
価
、
注
意
点
等
の
団
体
へ
の
共
有

●
契
約
に
向
け
て
の
、
事
業
計
画
と
資
金
計
画
の
ズ
レ
が

な
い
か

●
精
緻
化
が
で
き
て
い
る
か

契
約
前
の
事
業
計
画
、
資
金
計
画
の
精
緻
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
で

団
体
の
組
織
状
況

経
理
担
当
者
の
力
量

事
業
実
施
者
の

人
と
な
り

等
の
団
体
の
姿
も
把
握

契
約

事
前

評
価

●
対
象
課
題
を
も
う
一
度
確
認
、
再
検
証
、
調
べ
る

●
事
業
に
お
け
る
対
象
者
の
実
態
、
姿
な
ど
再
度
検
証
、
把
握

●
課
題
、
対
象
の
見
直
し
で
事
業
計
画
の
見
直
し
は
必
要
な
い
か

●
ア
ウ
ト
カ
ム
を
測
る
モ
ノ
サ
シ
指
標
を
決
め
る

一
緒
に
評
価
す
る
こ
と
で
伴
走
支
援
の
中
身
が
見
え
て
く
る

団
体
と
の
付
き
合
い
方
が
見
え
て
く
る



1.3.事業の内容と成果目標

・事業活動により短期的に期待される成果目標
（可能なかぎり、どのような指標で計り、事業終了時にその指標をどこまで達成することを目指すのか。1.1.で記載した中長
期的目的につながる因果関係も示してください。）

① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援
「こども支援のハブ拠点が生まれる」
地域に居場所ができ、子どもや若者、その家族が地域に歩いていける、あるいは容易に行くことができ、日常的に受け入れても
らえ、安心していることができる居場所ができる。必要に応じて、食事提供、学び、体験、相談ができる。そこが地域の支援の
ハブとなる。

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
「グレーゾーン支援、予防支援拠点が生まれる」
障害者施設など行政支援では届かない、あるいは適応できない子どもや若者が安心していることができる場所ができる。いるだ
けではなく、地域を構成する住民、商店街や企業、教育セクターなど様々な資源とつながり、日常生活や成長に困難を抱える子
どもと若者を地域で支える拠点となる。

④ 働くことが困難な人への支援 
「居ること支援と参加導入拠点が生まれる
引きこもり、軽度の障害等を持った人への地域での居場所が生まれ、自宅外で居ること支援から働くことへの導入拠点が生まれ
る。
地域の住民が、専門セクターと連携をしながら運営する。

⑤ 社会的孤立や差別の解消に向けた支援
「孤立から踏み出す拠点が生まれる」
貧困、引きこもり、さまざまな障害、家庭機能の劣化など地域包容力の低下などの要因が生む孤立や差別にさらされている特に
家庭に対して、地域にまずは触れることができ、その状態から一歩踏み出す、背中を押すことができる拠点が生まれる。

⑥ 地域の働く場づくりの支援
「就労支援でない、働く体験から進める」
引きこもりの若者、障害を持つ若者、雇用に対応できない状況の親など、通常では働くことができない人々が、地域自らが作っ
た場所で働く体験から第一歩を踏み出していく。また、それを支える地域の担い手、働き手が生まれる。
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複合的で重層しているこども若者が抱える困難を解決する場が生まれる

■公募前に実行団体のイメージ（像）を持ってお く



1.3.事業の内容と成果目標

・具体的な事業の内容を記載。
（事業期間は最長3年。受益者・地域・分野等を分かりやすく示してください。

当該事業のアピールポイント（革新性、継続性、波及効果、連携と対話等）も記載してください。 ）

＜事業の主たる受益者（支援対象）と事業内容・期間＞
困難をかかえたこども若者とその家庭（こどもの貧困、経済的困窮、障害、引きこもり、家庭機能の困難）
孤立の可能性を持つこども若者 支えきれない家庭などを支え、安心して居ることのできる場所を作る。
長野県各地域の持つ資源（地理的（中山間地）、気候的（冷涼）、農林水産業的（一次産業的）、観光業、多文化共生）、
それらを活用、運営してきた地域のステークホルダーと困難を抱えるこども若者、家庭を支援するNPO等の公共的活動団体
が協働して取り組む事業とする。（初期投資、運営資金、人材育成、継続準備の仕組みづくりも含む）
関係する企業や行政、地域の構成団体などを巻き込みながら、他機関連携＝コレクティブインパクトによって地域課題へ取
り組む体制を推奨する。
その居場所では、

• こどもの貧困課題へは、多様な経験が得られ、家庭と学校ではない地域の居場所で体験や交流の中で自己肯定感が
育つ。

• 障害を持ったこども若者には、自らが参加し、生産する場、支え合う場が得られる。収入への道が生まれる。
• 引きこもり課題を持ったこども若者は、地域への一歩、社会参加へのトライアルの機会を得られる。
• 高齢者は地域の持つ資源、衰退を余儀なくされている産業を再生し、構成へ橋渡しする場が生まれ、誰もがいるこ

とのできる居場所となる。
• 困難を抱えるこども若者が安心して居ることのできる場が増える。
• 親支援とつながっているこども支援の拠点としての居場所
• 複合的、重層的な原因である自殺者が減る。

地域資源と結びついた居場所づくりは、ただ居るだけの意味と、地域（社会）との接点となり、今まで支えられていない

人々、困難を有する人々の入り口にも出口にもなる居場所づくりを目指す。

22

課題解決 ＝ 地域資源（文化・産業）×  NPO(地域） × 出口戦略（継続力）
困難を有するこども若者と家族 人材 伝統文化 地場産業 人材育成    地域支援 創生 活力

様式2 事業計画書

■公募前に実行団体のイメージ（像）を持っておく



1.3.事業の内容と成果目標

・具体的な事業の内容を記載。
（事業期間は最長3年。受益者・地域・分野等を分かりやすく示してください。

当該事業のアピールポイント（革新性、継続性、波及効果、連携と対話等）も記載してください。 ）             

＜地域及び事業主体＞
• 当法人が地域の様々なセクターとともに3年間官民協働で構築してきた７つの地域プラットフォーム（連携組織）を核

に長野県全域を対象エリアとする。
• 長野県内の各地域は、山岳や峠で隔たれそれぞれ特有の資源（地理的（中山間地）、気候的（冷涼）、農林水産業的

（一次産業的）、歴史自然等観光的）を持つ。また、それぞれ課題も地域によって異なる。
そのエリアのNPO等の主体と地域の産業等民間組織、地縁組織、地域行政、団体等を巻き込んだ事業提案としてい
く。

• それら地域資源を活用、運営してきた地域のステークホルダーと困難を抱えるこども若者、家庭を支援するNPO等の
公共的活動団体が協働してその課題に取り組む事業とする。

• 取り組む事業によって、関係する企業や行政、地域の構成団体などを巻き込みながら、他機関連携＝コレクティブイ
ンパクトによって地域課題へ取り組む体制を推奨する。

• 基本は、地域産業との連携（農福連携のインパクトある実施）
• 4年目以降の継続戦略を並行して進める（出口戦略）

＜具体的なプログラム像＞
林業と障害者、引きこもり、こども若者居場所づくり

• 困難を抱えたこども若者家族がいることのできる場作りと間伐材を活用した事業創出
→例「森の居場所」＋間伐材利用ボイラー（自然エネルギー）
 →長野県森林税活用

• 伝統木工産業と新しいアートフェスティバルと連携した居場所づくり
→林業大学校との連携→「ウッドアートの居場所」

農業と障害者、引きこもり、こども若者居場所づくり
• 果樹栽培と居場所 ワイナリーと障害者支援 市田柿加工 六次産業
• 農加工品作業所 きのこ 果物加工（市田柿） トマト加工 花卉栽培

 →子育て中の母親の働く場所、引きこもり、障害者の居場所から雇用へ
 →地元企業との協働（カゴメ、スーパーツルヤ等）

• 薬草 ハーブ生産 加工
 →障害者施設、フリースクールとの連携 23
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■公募前に実行団体のイメージ（像）を持っておく



1.3.事業の内容と成果目標

・具体的な事業の内容を記載。
（事業期間は最長3年。受益者・地域・分野等を分かりやすく示してください。

当該事業のアピールポイント（革新性、継続性、波及効果、連携と対話等）も記載してください。 ）             
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① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援
② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
④ 働くことが困難な人への支援 
⑤ 社会的孤立や差別の解消に向けた支援
⑥ 地域の働く場づくりの支援

地域資源と結びついた支援

困難をかかえたこども若者とその家庭

佐久地域 

伊那地域

南信州
地域

木曽地域 

北アルプス
地域

諏訪地域 

松本地域 

継続力
持続
可能

山間地

中山間地

農村

地方都市 山村
観光

農
業

林
業

果
樹
栽
培

伝
統
文
化

保
存
食

薬
草

＜アピールポイント＞

• 解決すべき地域の課題（困難をかかえたこども若者とその家庭（こどもの貧困、経済的困窮、障害、との連携や活用を

した事業展開をしていく。地域での連携した事業は単なる農福連携ではなく、コレクティブインパクト、地域ぐるみの

多機関連携事業の視点で展開する。（連携と対話）

• その連携事業は、地域の産業と結びつくことによって、収益性、協働性、発展性を戦略的に組込、４年後の事業継続へ

のパワーとなっていく。（継続性）

• それぞれの地域は、山間地、中山間地、農村部、地方都市近郊であり、連携する地場産業は、林業、農業、伝統文化、

観光などで、これらの要素が連携して地域が主体的に運営する当事業は、全国的に同様の地域特性や資源を持つエリア

（東京、名古屋、大阪等大都市圏を除く日本中）へ波及していく。（波及効果）

• 実施団体（チーム）は事業の申請段階から、実施3年間の事業に4年後以降の継続への準備を組み込むことにより、継続

性の担保とともに、助成金ありきの事業実施ではない視点を持つことができるようになる。（革新性、継続性）

長野地域 上田地域 

北信地域

様式2 事業計画書

■公募前に実行団体のイメージ（像）を持っておく
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